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・
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品
（
俳
句
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川
柳
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短
歌
の
別
を
書
き
、
漢
字
に

は
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
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住
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話
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し
、
毎
月
１
日
ま
で
に
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当
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し
て
く
だ
さ
い
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▲英会話教室講師
　エリック・
　　ジャンセンさん

                                　　　 　　　　　　西条の皆さん、はじめまして。私はエリック・ジャンセ

                                  　　　　　　ンといいます。今年８月、アメリカのミシガン州デトロイ

　　　　　　　　　　　　　　　　　ト市から英会話教室で英語を教えるために来ました。まだ

　　　　　　　　　　　　　　　　　３カ月しか経っていないけれども、西条では楽しい日々を

　過ごしています。

  　来日前、日本の事はまったく知らなかったので、ここでいくつも素晴らしい体験ができ、心

　から感謝しています。西条まつりのような大規模な祭りは初めての体験でした。皆さんのエネ

　ルギーはとても印象が強かったです。アメリカにはそういうコミュニティーの祭りはあまりあ

　りません。びっくりしました。そして、何より日本料理はおいしいです。アメリカでお寿司を

　食べたことはありますが、日本でお寿司を食べた後、お寿司の魅力を知りました。

　　数日前、友だちと石鎚山に登る機会がありました。せっかくのチャンスなので挑戦してみま

　した。頂上から見た壮大な風景に感動しました。何回も登りたいです。西条のいろんなところ

　を探検し、もっともっとここの魅力が分かるようになることを楽しみにしています。皆さん、

　よろしくお願いします！

こんにちは！
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